
昭
和
二
十
七
年
厚
生
省
令
第
十
六
号

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
十
一
条

の
規
定
に
基
き
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
障
害
年
金
及
び
障
害
一
時
金
（
第
一
条―

第
十
五
条
）

第
二
章
　
削
除

第
三
章
　
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
（
第
二
十
四
条
の
二―

第
三
十
五
条
）

第
四
章
　
弔
慰
金
（
第
三
十
六
条―

第
三
十
八
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
三
十
八
条
の
二―

第
四
十
五
条
）

附
則

第
一
章
　
障
害
年
金
及
び
障
害
一
時
金

（
障
害
年
金
及
び
障
害
一
時
金
の
請
求
）

第
一
条
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

七
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
軍
人
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
た
る
に
よ
る
増
加
恩
給
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
、
当
該
増
加
恩
給
の

支
給
事
由
と
同
一
の
事
由
に
よ
り
障
害
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
障
害

年
金
等
請
求
者
」
と
い
う
。
）
は
、
障
害
年
金
（
障
害
一
時
金
）
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
障
害
年
金
等
請
求
者
が
法
第
七
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
受
け
る
べ
き
障
害
年
金

に
代
え
て
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
一
時
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
請
求
書

に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
履
歴
書

二
　
戸
籍
の
抄
本

三
　
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
在
職
期
間
内
に
公
務

上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
の
二
　
法
第
七
条
第
三
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
昭
和

十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る

在
職
期
間
（
旧
恩
給
法
施
行
令
（
大
正
十
二
年
勅
令
第
三
百
六
十
七
号
）
第
七
条
に
規
定
す
る
元
の
陸
軍
又
は

海
軍
の
学
生
生
徒
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
身
分
を
有
し
て
い
た
期
間
を
含
む
。
以
下
第
二
十
四
条
の
二
第
三

項
、
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
の
三
及
び
第
二
号
の
八
並
び
に
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
内
の
事
変
に
関
す
る
勤
務
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
百

四
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
勤
務
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
連
す
る
負

傷
又
は
疾
病
に
よ
り
、
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
の
三
　
法
第
七
条
第
六
項
又
は
第
七
項
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
六
項
に

規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
在
職
期
間
内
に
次
に
掲
げ
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
、
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
こ
と

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

イ
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
に
お
け
る
戦
争
に
関
す
る
勤
務
（
令
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
勤
務
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病

ロ
　
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
に
お
け
る
負
傷
又
は
疾
病
で
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾

病
と
同
視
す
べ
き
負
傷
又
は
疾
病

四
　
障
害
の
原
因
と
な
つ
た
負
傷
又
は
疾
病
の
症
状
の
経
過
を
記
載
し
た
書
類

五
　
法
第
七
条
第
一
項
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第

百
八
十
一
号
）
附
則
第
十
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
六
十
八
号
）
附
則
第
三
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
附
則
第
三
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
百
五
十
七
号
）
附
則
第
二
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
八
号
）
附
則
第
二
条
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第

二
条
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）

附
則
第
二
条
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
五
十

一
号
）
附
則
第
二
条
及
び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
四
十

七
年
政
令
第
二
百
二
十
二
号
）
附
則
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
日
（
こ
れ

ら
の
日
以
後
に
お
い
て
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該

障
害
の
状
態
に
な
つ
た
日
）
、
法
第
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
日
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す

る
日
（
同
日
後
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
の
状
態

に
な
つ
た
日
）
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
日
又
は
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
日
（
同
日
後
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
日
）
に
お
け
る
障
害
の

状
態
を
明
ら
か
に
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

六
　
請
求
の
当
時
に
お
け
る
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

七
　
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
若
し
く
は
旧
恩
給
法
の
特
例
に
関
す
る
件
（
昭
和
二
十
一
年
勅

令
第
六
十
八
号
）
又
は
旧
未
復
員
者
給
与
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
、
法
若
し
く
は
未
帰
還

者
留
守
家
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
傷
病
賜
金
又
は
障
害
一
時
金

を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
傷
病
賜
金
又
は
障
害
一
時
金
の
支
給
事
由
と
同
一
の
事
由
に
よ
り
法
の
規
定
に

よ
る
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
裁
定
若
し
く
は

決
定
の
通
知
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
書
類

七
の
二
　
障
害
年
金
等
請
求
者
が
同
一
の
障
害
に
関
し
、
他
の
法
令
に
よ
り
障
害
年
金
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
に
関
す
る
届
（
様
式
第
一
号
の
二
）

八
　
す
で
に
障
害
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
障
害
年
金
証
書

３
　
障
害
年
金
等
請
求
者
が
法
第
七
条
第
八
項
、
第
九
項
、
第
十
項
、
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ

り
障
害
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
受
け
る
べ
き
障
害
年
金
に
代
え
て
同
条

第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
一
時
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
請
求
書
に
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

二
　
法
第
七
条
第
八
項
又
は
第
九
項
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
務
上
負
傷
し
、
又

は
疾
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
の
二
　
法
第
七
条
第
十
項
、
第
十
一
項
又
は
第
十
二
項
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
準
軍
属
と
し
て
の
勤
務
（
令
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
勤
務
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）
に
関
連
し
て
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
法
第
七
条
第
八
項
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

百
三
十
四
号
）
附
則
第
二
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八

年
法
律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
八
号
）
附
則
第
二
条
、
援
護
審
査
会
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
四
十

一
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
二
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
二
条
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
二
条
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
附
則
第
三
項
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
三
号
）
附
則
第
三
項
及
び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

1



族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
三
項
に
お
い
て
読
み

替
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
日
（
こ
れ
ら
の
日
以
後
に
お
い
て
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
程
度

の
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
日
）
、
法
第
七
条
第
十
項
（
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
三
号
）
附
則
第
三
項
及

び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則

第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
法
第
七
条
第
十
一
項
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
附
則
第
三
項
及
び
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
三
項
に
お
い
て

読
み
替
え
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
日
又
は
法
第
七
条
第
十
二
項
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
る
場
合

を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
日
（
こ
れ
ら
の
日
以
後
に
お
い
て
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
程
度
の
障
害
の
状

態
に
な
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
の
状
態
に
な
つ
た
日
）
に
お
け
る
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
医

師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

４
　
障
害
年
金
等
請
求
者
に
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
請
求
書
に
は
、
第
二
項
又

は
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
障
害
年
金
等
請
求
者
と
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
戸

籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類

二
　
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
が
配
偶
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
扶
養
親
族
が
、
障
害

年
金
等
請
求
者
が
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
当
時
（
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
後
障
害
年
金
等
請
求

者
の
子
と
し
て
出
生
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
生
の
当
時
）
か
ら
引
き
続
き
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維

持
し
、
又
は
障
害
年
金
等
請
求
者
と
生
計
を
と
も
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
が
夫
、
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の

初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
子

若
し
く
は
孫
、
配
偶
者
を
有
す
る
子
若
し
く
は
孫
又
は
六
十
歳
未
満
の
父
、
母
、
祖
父
若
し
く
は
祖
母
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
又
は
歯
科
医
師

の
診
断
書
及
び
生
活
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区

長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
証
明
書

四
　
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
が
同
時
に
他
の
障
害
年
金
の
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
に
該
当
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
扶
養
親
族
が
、
法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
請
求
に
係
る
障
害
年
金
の
加
給

の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
と
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

５
　
障
害
年
金
等
請
求
者
は
、
第
一
項
の
請
求
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
の
支
払
を
受
け
る
金
融
機
関
の
名
称
及
び
口
座
番
号
（
障
害
年
金
又
は
障
害
一

時
金
の
現
金
支
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
支
払
を
受
け
る
郵
便
貯
金
銀
行
（
郵
政
民
営

化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
十
四
条
に
規
定
す
る
郵
便
貯
金
銀
行
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
営
業
所
又
は
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
二
条

に
規
定
す
る
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
日
本
郵
便
株
式
会
社
の
営
業
所
で
あ
つ
て
郵
便
貯
金
銀
行
を
所
属
銀
行
と

す
る
銀
行
代
理
業
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
銀
行
代
理

業
を
い
う
。
）
の
業
務
を
行
う
も
の
を
い
う
。
）
（
以
下
「
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
」
と
い
う
。
）
の
名
称
）

を
記
載
し
た
書
類

二
　
そ
の
者
に
代
わ
つ
て
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
領
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
受
領
代
理

人
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
受
領
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
を
記

載
し
た
書
類
並
び
に
登
記
事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本

（
障
害
年
金
の
継
続
支
給
の
請
求
）

第
二
条
　
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
障
害
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
条
第
二
項
第
四

号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
二
又
は
同
条
第
三
項
第
一
号
（
同
条
第
二
項
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
二
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類
、
同
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
障
害
年
金
証
書
を
添
え
て
、

障
害
年
金
継
続
支
給
請
求
書
（
様
式
第
一
号
の
三
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
定
等
）

第
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
年
金
（
障
害
一
時
金
）
請
求
書
又
は
障
害
年
金
継
続
支
給
請
求
書
の
提
出
を
受

け
た
と
き
は
、
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
、
裁
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
障
害

年
金
裁
定
通
知
書
及
び
障
害
年
金
証
書
又
は
障
害
一
時
金
裁
定
通
知
書
を
、
当
該
請
求
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
当
該
請
求
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
の
額
か
ら
既
に
受
け
た
傷
病
賜
金
若
し
く
は
障
害
一

時
金
の
額
に
相
当
す
る
額
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
控
除
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の

裁
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
に
障
害
年
金
裁
定
通
知
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
障
害
年
金
証
書
等
）

第
四
条
　
障
害
年
金
証
書
に
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
証
書
の
記
号
及
び
番
号

二
　
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

三
　
障
害
の
程
度

四
　
障
害
年
金
の
支
給
開
始
の
年
月

２
　
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
に
法
第
九
条
第
一
項
の
期
限
を
附
し
た
場
合
に
交
付
す
る
障
害
年
金
証
書
に
は
、
前

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
外
、
そ
の
期
限
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
障
害
年
金
の
額
の
改
定
）

第
五
条
　
新
た
に
加
給
す
べ
き
扶
養
親
族
が
あ
る
に
至
つ
た
た
め
、
法
第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の

額
の
改
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
（
様
式
第
一
号
の
四
）
に
第
一
条
第
四
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
加
給
の
原
因
と
な
つ
た
扶
養
親
族
が
な
く
な
り
、
又
は
そ
の
数
が
減

ず
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
及
び
そ
の
他
の
扶
養
親
族
が
減
少
す
る
に
至
つ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
内
に

住
所
を
有
す
る
扶
養
親
族
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
の
提
出
を
受
け
、
又
は
前
項
の
規
定
に

よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
障
害
年
金
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
決
定
し
た
と
き
は
、
障
害
年
金
額
改

定
通
知
書
を
請
求
者
又
は
届
け
出
た
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
障

害
年
金
の
額
を
改
定
し
な
い
も
の
と
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
請
求
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
の
二
　
法
第
八
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
は
、
後
に
生
じ
た
障
害
年
金
の
支

給
事
由
が
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
〇
と
し
、
当
該
支
給
事
由
が
勤
務
に
関
連

し
た
負
傷
又
は
疾
病
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
前
後
の
障
害
を
併
合
し
た
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
法
第
八
条
の
二

第
一
項
を
適
用
し
て
得
た
額
を
当
該
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
法
第
八
条
第
一
項
を
適
用
し
て
得
た
額
で
除
し
て
得

た
率
と
す
る
。

第
六
条
　
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
額
の
改
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
障
害
年
金
額
改
定

請
求
書
（
様
式
第
二
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
障
害
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
請
求
書
の
提
出
又
は
前
項
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
障
害
の
原
因
と
な
つ
た
負
傷
又
は
疾
病
の
症
状
の
経
過
を
記
載
し
た
書
類

二
　
請
求
又
は
届
出
の
当
時
に
お
け
る
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

三
　
障
害
年
金
証
書

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
の
提
出
を
受
け
、
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
障
害
年
金
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
決
定
し
た
と
き
は
、
障
害
年
金
額
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改
定
通
知
書
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
障
害
年
金
証
書
を
書
き
換
え
て
、
請
求
者
又
は
届
け
出
た
者
に
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
障

害
年
金
の
額
を
改
定
し
な
い
も
の
と
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
請
求
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
障
害
年
金

証
書
を
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
障
害
年
金
の
額
を
改
定
し
な
い

も
の
と
決
定
し
た
と
き
は
、
障
害
年
金
証
書
を
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
　
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
そ
の
者
の
障
害

の
程
度
が
恩
給
法
別
表
第
一
号
表
ノ
二
又
は
第
一
号
表
ノ
三
の
改
正
に
よ
り
当
該
別
表
の
改
正
前
に
該
当
し
た
症

項
又
は
症
款
以
外
の
症
項
又
は
症
款
（
法
第
八
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
障
害
年
金
証

書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
障
害
年
金
証
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
準
用

す
る
。

第
七
条
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
附
則

第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
が
障
害
年
金
の
支
給
事
由
と
同
一
の
事
由
に
よ
り
旧
令
に
よ
る
共
済

組
合
等
か
ら
の
年
金
受
給
者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
十
六
号
。
以
下
「
特
別
措

置
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
失
つ
た
と
き
又
は
当
該
年
金
の
額
が
改

定
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
当
該
年
金
を
受
け
る
権
利
を
失
つ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類
又
は
当
該
改
定
さ
れ
た
額
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
表
示
し
た
証
書
の
写
し
を
添
え
て
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。

第
八
条
　
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
が
障
害
年
金
の
支
給
事
由
と
同
一
の
事
由
に
よ
り
他

の
法
令
（
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
を
除
く
。
）
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
を
受
け
る
権

利
を
失
つ
た
と
き
又
は
当
該
給
付
の
額
が
改
定
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利
を
失
つ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
又
は
当
該
改
定
さ
れ
た
額
の
給
付
を
受
け
る
権
利
を
表
示
し
た
証

書
の
写
し
を
添
え
て
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。

第
九
条
　
削
除

（
障
害
年
金
の
受
給
者
の
現
状
に
関
す
る
届
出
）

第
十
条
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め

る
期
月
に
、
法
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
以
外
の
法
令
に
よ
る
給
付
の
受
給
状
況
を
記
載
し
た
届
書
を
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

二
　
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

２
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
外
国
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
期

月
に
、
年
金
証
書
記
号
番
号
、
氏
名
及
び
前
項
の
受
給
状
況
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
住
所
地
の
公
的
機
関
が
受

給
者
の
現
住
を
証
明
し
た
書
類
並
び
に
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
当
該
扶
養
親
族
の
氏
名

を
記
載
し
た
書
類
及
び
当
該
扶
養
親
族
の
住
所
地
の
公
的
機
関
が
当
該
扶
養
親
族
の
現
住
を
証
明
し
た
書
類
を
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
提
出
の
日
前
三
箇
月
以
内
の
間
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
、
そ

の
者
の
障
害
の
現
状
に
関
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

二
　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
提
出
の
日
前
一
箇
月
以
内
の
間
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
、
そ

の
者
の
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
に
つ
き
加
給
の
原
因
と
な
る
事
由
が
引
き
続
き
存
続
す
る
こ
と
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
障
害
年
金
の
失
権
の
届
出
）

第
十
一
条
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
法
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
附
則
第
十
三
項
に
該
当
し
た
と
き
は
、

戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
及
び
そ
の
他
の
失
権
事
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
速
や
か
に
厚
生
労
働

大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
障
害
年
金
証
書
を
、
併
せ
て
厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
障
害
年
金
証
書
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
届
け
出
た
者
が
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
そ
の
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
届
け
出
た
者
が
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
障
害
年
金
証
書
を
そ
の
者
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
障
害
年
金
の
支
給
停
止
）

第
十
二
条
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
障
害
年
金
の
支
給
停
止
の

事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
判
決
書
の
抄
本
又
は
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え

て
、
そ
の
旨
を
す
み
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
障
害
年
金
の
支
給
を
停
止
し
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
当
該
届
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
　
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
支
給
を
停
止
さ
れ
た
者
が
、
刑
の
執
行
を
終
り
、
又
は
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
そ

の
旨
を
す
み
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
未
支
給
年
金
等
の
支
給
）

第
十
三
条
の
二
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
相

続
人
は
、
そ
の
者
が
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の

他
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
の
支
給
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
人
に
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を

支
給
す
る
と
き
は
、
未
支
給
年
金
等
支
給
通
知
書
を
当
該
相
続
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
人
に
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金

を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
相
続
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
相
続
人
の
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
の
請
求
）

第
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
相
続
人
は
、
そ

の
者
が
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
を

添
え
て
、
第
一
条
に
規
定
す
る
書
類
（
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
条
第
三
項
第

一
号
（
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
を
厚
生
労
働
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
者
が
障
害
年
金

又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
年
金
裁
定
通
知
書
又
は
障
害
一
時
金
裁
定
通
知
書
を
当
該
相
続
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
者
が
障
害
年

金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
つ
た
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
相

続
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
　
削
除

第
二
章
　
削
除

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
　
削
除

第
三
章
　
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
疾
病
）

第
二
十
四
条
の
二
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
疾
病
は
、
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
病

並
び
に
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
在
職
期
間
内
に
発
し
た
公
務
上
の
結
核
性
疾
病
、
精
神
病
又
は
原

子
爆
弾
の
傷
害
作
用
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
連
す
る
疾
病
と
す
る
。
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２
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
疾
病
は
、
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
病
と
す
る
。

３
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
疾
病
は
、
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
病
並
び
に
次
に

掲
げ
る
疾
病
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
連
す
る
疾
病
と
す
る
。

一
　
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
に

規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
在
職
期
間
内
に
発
し
た
事
変
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
結
核
性
疾
病
又
は
精
神
病

二
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
在
職
期

間
内
に
発
し
た
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
結
核
性
疾
病
又
は
精
神
病

三
　
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
ハ
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
在
職
期
間

内
に
発
し
た
結
核
性
疾
病
又
は
精
神
病
で
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
疾
病
と
同
視
す
べ
き
も
の

４
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
疾
病
は
、
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
病
並
び
に
昭
和
十

二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
準
軍
属
た
る
の
期
間
内
に
発
し
た
公
務
上
の
結
核
性
疾
病
、
精
神
病
又
は
原
子
爆

弾
の
傷
害
作
用
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
連
す
る
疾
病
と
す
る
。

５
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
疾
病
は
、
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
病
並
び
に
昭
和
十

二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
準
軍
属
た
る
の
期
間
内
に
発
し
た
準
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
関
連
す
る
結
核
性
疾

病
又
は
精
神
病
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
連
す
る
疾
病
と
す
る
。

（
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
の
請
求
）

第
二
十
五
条
　
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
法
第
二
十
八

条
本
文
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
者
（
（
以
下
「
被
選
定
人
」
と
い
う
。
）
）
に
よ
つ
て
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給

与
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
族
年
金
請
求
書
（
様
式
第
十
五
号
）
又
は
遺
族
給
与

金
請
求
書
（
様
式
第
十
五
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
遺
族
年
金
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡

が
在
職
期
間
内
に
お
け
る
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が
障
害

年
金
又
は
増
加
恩
給
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
の
二
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が

在
職
期
間
内
に
公
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
死
亡
の
日
に
お
い
て
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
恩

給
法
別
表
第
一
号
表
ノ
二
に
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
の
三
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の

死
亡
が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
同
号
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る

在
職
期
間
内
の
事
変
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
書
類

二
の
四
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の

死
亡
が
同
号
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
在
職
期
間
内
の
次
に
掲
げ
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

イ
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
に
お
け
る
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病

ロ
　
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
に
お
け
る
負
傷
又
は
疾
病
で
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾

病
と
同
視
す
べ
き
負
傷
又
は
疾
病

二
の
五
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
死
亡
し
た
者
が
障
害
年
金
、
傷
病
年
金
又
は
特
例
傷
病
恩
給
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
の
六
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
在
職
期
間
内
に
公
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
当
該
在
職
期

間
内
又
は
そ
の
経
過
後
六
年
（
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
十
二
年
と
す
る
。
）

以
内
に
死
亡
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
死
亡
し
た
者
の
死
亡
が
昭
和
十
二
年
七
月
七

日
以
後
に
お
け
る
在
職
期
間
内
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
関
連
し
な
い
負
傷
又
は
疾
病
の
み
に
よ
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
の
七
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が

法
第
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
戦
地
に
お
け
る
引
き
続
く
在
職
期
間
（
こ
れ
に
引
き
続
き
昭
和
二
十
年
九
月
二

日
以
後
海
外
に
あ
つ
て
復
員
す
る
ま
で
の
期
間
を
含
む
。
）
が
六
箇
月
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
在
職
期
間
経
過

後
一
年
（
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
三
年
と
す
る
。
）
以
内
に
死
亡
し
た
こ

と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
死
亡
し
た
者
の
死
亡
が
当
該
在
職
期
間
経
過
後
に
発
し
た
負
傷
又

は
疾
病
の
み
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
の
八
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者

が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
在
職
期
間
内
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
負
傷
又
は
疾
病
を
発
し
、
当
該

在
職
期
間
内
又
は
そ
の
経
過
後
六
年
（
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
十
二
年
と

す
る
。
）
以
内
に
死
亡
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
死
亡
し
た
者
の
死
亡
が
当
該
負
傷

又
は
疾
病
に
関
連
し
な
い
負
傷
又
は
疾
病
の
み
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

イ
　
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
イ

に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
事
変
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病

ロ
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
戦
争

に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病

ハ
　
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
ハ
に
規
定
す
る
地
域
に
お
け
る
負
傷
又

は
疾
病
で
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病
と
同
視
す
べ
き
負
傷
又
は
疾
病

三
　
額
が
同
じ
で
あ
る
二
以
上
の
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
う
ち

の
一
を
選
択
し
た
旨
の
遺
族
年
金
選
択
申
立
書
（
様
式
第
十
六
号
）

三
の
二
　
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。
）
が
法
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
先
順
位
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
先
順
位
者
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類

四
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
そ
の
者
と
請
求
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
及
び
死
亡
の
と
き
以
後
の
請
求
者
の
身
分
関
係
の
異
動
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

四
の
二
　
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
の
入
夫
婚
姻
に
よ
る
妻
の
父
又
は
母
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
請
求
者
又
は

そ
の
配
偶
者
が
当
該
入
夫
婚
姻
の
当
時
当
該
入
夫
婚
姻
に
よ
る
妻
と
同
一
の
戸
籍
内
に
あ
つ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類

五
　
請
求
者
が
配
偶
者
で
あ
つ
て
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
情
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
の
二
　
請
求
者
が
法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
に
お
い
て
死
亡
し
た
者
の
継

父
、
継
母
又
は
嫡
母
で
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類

五
の
三
　
請
求
者
が
法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の

他
の
書
類

イ
　
請
求
者
が
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
に
お
い
て
死
亡
し
た
者
の
入
夫
婚
姻
に
よ
る
妻
の
父
若
し
く
は
母
又

は
そ
の
配
偶
者
で
あ
つ
た
こ
と
及
び
同
日
に
お
い
て
そ
の
死
亡
し
た
者
と
同
一
の
戸
籍
内
に
あ
つ
た
こ
と
。

ロ
　
請
求
者
又
は
そ
の
配
偶
者
が
当
該
入
夫
婚
姻
の
当
時
当
該
入
夫
婚
姻
に
よ
る
妻
と
同
一
の
戸
籍
内
に
あ
つ

た
こ
と
。

五
の
四
　
請
求
者
が
法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が
軍
人
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
つ
い
た
日
又
は
準
軍

属
と
な
つ
た
日
の
前
日
に
お
い
て
、
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
の
父
又
は
母
の
配
偶
者
で
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
（
請
求
者
が
同
日
に
お
い
て
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い

な
い
が
、
事
実
上
死
亡
し
た
者
の
父
又
は
母
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
と
す
る
。
）

五
の
五
　
請
求
者
が
法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が
軍
人
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
つ
い
た
日
又
は
準
軍
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属
と
な
つ
た
日
の
前
日
に
お
い
て
、
請
求
者
が
縁
組
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
死
亡
し
た
者
の
養
父
又

は
養
母
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
で
あ
る
こ
と
及
び
そ
の
日
か
ら
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
日
ま
で
の
間
に
当

該
届
出
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
の
六
　
請
求
者
が
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

者
が
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
生
計
関
係
を
有
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
昭

和
二
十
二
年
五
月
三
日
又
は
死
亡
し
た
者
が
軍
人
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
つ
い
た
日
若
し
く
は
準
軍
属
と
な
つ

た
日
か
ら
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
と
き
ま
で
の
間
に
お
け
る
請
求
者
の
身
分
関
係
の
異
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

六
　
請
求
者
が
六
十
歳
未
満
の
夫
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

イ
　
そ
の
者
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
及
び
生
活

資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
規
定
す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
（
以
下
「
福
祉
事
務
所
」
と
い
う
。
）
の
長
（
同

法
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
た
組
織
の
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
証
明
書

ロ
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
か
ら
引
き
続
き
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
又

は
歯
科
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
書
類

六
の
二
　
請
求
者
が
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の

初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
子
又
は
配
偶
者
を
有
す
る

子
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
又
は
歯
科

医
師
の
診
断
書
及
び
生
活
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
又
は
福
祉

事
務
所
の
長
の
証
明
書

七
　
請
求
者
が
六
十
歳
未
満
の
父
又
は
母
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
及
び
生
活
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
若
し
く
は
福
祉
事
務
所
の
長
の
証
明
書
又
は
配
偶
者
が
な
く
、
か
つ
、
そ
の
者
を
扶

養
す
る
こ
と
が
で
き
る
直
系
血
族
が
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

八
　
請
求
者
が
孫
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
直
系
血
族
が
な
い
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
並
び
に
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の

初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
孫
又
は
配

偶
者
を
有
す
る
孫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
又
は
歯

科
医
師
の
診
断
書
及
び
生
活
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
又
は
福

祉
事
務
所
の
長
の
証
明
書

九
　
請
求
者
が
六
十
歳
未
満
の
祖
父
、
祖
母
、
入
夫
婚
姻
に
よ
る
妻
の
父
若
し
く
は
母
又
は
法
第
二
十
四
条
第
三

項
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
及
び
生
活
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
町

村
長
又
は
福
祉
事
務
所
の
長
の
証
明
書

十
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
関
し
、
他
の
法
令
に
よ
り
、
同
一
の
事
由
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
に
関
す
る
届
（
様
式
第
十
六
号
の

二
）

十
一
　
死
亡
し
た
者
が
軍
人
で
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
死
亡
の
日
が
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
前
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
三
十
一
号
）
に
よ
る
改

正
前
の
恩
給
法
（
以
下
「
改
正
前
の
恩
給
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て

の
裁
定
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
書
類

十
二
　
請
求
者
が
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
附
則
第
四
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

３
　
第
一
項
の
遺
族
給
与
金
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡

が
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が
障
害

年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が
公
務

上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
死
亡
の
日
に
お
い
て
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
恩
給
法
別
表
第
一
号
表

ノ
二
に
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
の
二
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
四
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の

死
亡
が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
の
準
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
の
三
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
死
亡
し
た
者
が
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

三
の
四
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
八
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
公
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
当
該
負
傷
又
は
疾
病
の
発
し
た
準
軍

属
た
る
の
期
間
内
又
は
そ
の
経
過
後
六
年
（
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
十
二

年
と
す
る
。
）
以
内
に
死
亡
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
死
亡
し
た
者
の
死
亡
が
昭
和

十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
関
連
し
な
い
負
傷
又
は
疾
病
の
み
に
よ
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
の
五
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
九
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
が

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
準
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
関
連
し
て
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
当
該
負

傷
又
は
疾
病
の
発
し
た
準
軍
属
た
る
の
期
間
内
又
は
そ
の
経
過
後
六
年
（
第
二
十
四
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す

る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
十
二
年
と
す
る
。
）
以
内
に
死
亡
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
昭
和

十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け
る
準
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
関
連
し
な
い
負
傷
又
は
疾
病
の
み
に
よ
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
額
が
同
じ
で
あ
る
二
以
上
の
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
う

ち
の
一
を
選
択
し
た
旨
の
遺
族
給
与
金
選
択
申
立
書
（
様
式
第
十
六
号
）

五
　
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
先
順
位
者
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
先
順
位
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他

の
書
類

六
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
関
し
、
他
の
法
令
に
よ
り
、
遺
族
給
与
金
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
に
関
す
る
届
（
様
式
第
十
六
号
の
二
）

七
　
前
項
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
書
類

４
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
請
求
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
払
を
受
け
る
金
融
機
関
の
名
称
及
び
口
座
番
号
（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給

与
金
の
現
金
支
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
支
払
を
受
け
る
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等

の
名
称
）
を
記
載
し
た
書
類

二
　
そ
の
者
に
代
わ
つ
て
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
領
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
受
領
代
理

人
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
受
領
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
を
記

載
し
た
書
類
並
び
に
登
記
事
項
証
明
書
又
は
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本

（
被
選
定
人
に
よ
る
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
請
求
）

第
二
十
六
条
　
法
第
二
十
八
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
選
定
人
に
よ
つ
て
遺
族
年
金
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
被
選
定
人
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
遺
族
年
金
請
求
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
当
該
被
選
定
人
に
よ
つ
て
当
該
遺
族
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
遺
族
の
全
員
が
連
署
し
た
請
求
者
選
定
届

（
様
式
第
十
七
号
）

二
　
前
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
二
号
の
二
、
第
二
号
の
三
、
第
二
号
の
四
、
第
二
号
の
五
、
第
二
号
の

六
、
第
二
号
の
七
又
は
第
二
号
の
八
に
掲
げ
る
書
類

三
　
前
条
第
二
項
第
十
号
に
掲
げ
る
届
及
び
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
書
類

四
　
当
該
被
選
定
人
に
よ
つ
て
当
該
遺
族
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
遺
族
全
員
に
つ
い
て
の
前
条
第
二
項
第
三
号

か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
書
類

五
　
当
該
被
選
定
人
に
よ
つ
て
当
該
遺
族
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
遺
族
全
員
に
つ
い
て
の
前
条
第
四
項
各
号
に

掲
げ
る
書
類

5



２
　
法
第
二
十
八
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
選
定
人
に
よ
つ
て
遺
族
給
与
金
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
被

選
定
人
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
遺
族
給
与
金
請
求
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
当
該
被
選
定
人
に
よ
つ
て
当
該
遺
族
給
与
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
遺
族
の
全
員
が
連
署
し
た
請
求
者
選
定
届

（
様
式
第
十
七
号
）

二
　
前
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
、
第
三
号
の
二
、
第
三
号
の
三
、
第
三
号
の
四
又
は
第
三
号
の
五

に
掲
げ
る
書
類

三
　
前
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
届

四
　
当
該
被
選
定
人
に
よ
つ
て
当
該
遺
族
給
与
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
遺
族
全
員
に
つ
い
て
の
前
条
第
三
項
第
四

号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類

五
　
当
該
被
選
定
人
に
よ
つ
て
当
該
遺
族
給
与
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
遺
族
全
員
に
つ
い
て
の
前
条
第
四
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類

（
裁
定
等
）

第
二
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
遺
族
年
金
請
求
書
又
は
遺
族
給
与
金
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
遺
族

年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
裁
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
遺
族

年
金
裁
定
通
知
書
及
び
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
裁
定
通
知
書
及
び
遺
族
給
与
金
証
書
を
請
求
者
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
請
求
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
の
通
知
）

第
二
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
各
遺

族
に
支
給
す
べ
き
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
又
は

遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
を
当
該
各
遺
族
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厚
生
労
働
大
臣
が
、
先
順
位
者

と
し
て
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
き
、
当
該
権
利
の
裁

定
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
者
と
同
順
位
の
遺
族
と
し
て
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る

権
利
に
つ
き
裁
定
を
受
け
て
い
る
者
に
支
給
す
べ
き
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
に
変
更
を
生
じ
た
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
の
改
定
）

第
二
十
八
条
の
二
　
先
順
位
者
と
し
て
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
遺
族
年
金
又

は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
失
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
順
位
者
（
同
順
位
者
が
な
い
と
き
は
、
次
順
位

者
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
順
位
者
又
は
次
順
位
者
は
、
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
（
様
式
第
十
八
号
）
又
は

遺
族
給
与
金
年
額
改
定
請
求
書
（
様
式
第
十
八
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
先
順
位
者
が
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権

利
を
失
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
内
に
住
所
を
有
す

る
先
順
位
者
が
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
権
利
を
失
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
次
順
位
者
が
第
一
項
の
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
そ
の
者
が
次

順
位
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族

給
与
金
の
額
を
改
定
し
た
と
き
は
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
又
は
遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
を
請
求
者
に

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
の
三
　
削
除

第
二
十
八
条
の
四
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十

一
号
）
附
則
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
定
め
る
額
の
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
遺
族
は
、
当
該
遺
族
年
金

と
同
一
の
事
由
に
よ
る
恩
給
法
第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
扶
助
料
（
以
下
「
公
務
扶
助
料
」
と

い
う
。
）
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
い
な
く
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
を
請
求
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
先
順
位
者
に
お
い
て
、
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
を
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
他
に
同
一
の
事
由
に
よ
る
公
務
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
い
な
く
な
つ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
書
類

二
　
請
求
者
が
先
順
位
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類

３
　
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き

に
、
第
二
十
八
条
の
規
定
は
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
各
遺
族
に
支
給
す

べ
き
遺
族
年
金
の
額
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
に
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
の
五
　
法
第
三
十
二
条
の
二
又
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
附
則
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
遺
族
年
金
の
支
給
事

由
と
同
一
の
事
由
に
よ
り
他
の
法
令
（
船
員
保
険
法
を
除
く
。
）
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消

滅
し
た
と
き
又
は
当
該
給
付
の
額
が
改
定
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
又
は
当
該
改
定
さ
れ
た
額
の
給
付
を
受
け
る
権
利
を
表
示
し
た
証
書
の
写
し
を
添

え
て
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
の
六
　
法
第
三
十
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
遺
族
給
与
金
の
支
給
事
由
と

同
一
の
事
由
に
よ
り
他
の
法
令
（
船
員
保
険
法
を
除
く
。
）
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し

た
と
き
又
は
当
該
給
付
の
額
が
改
定
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
又
は
当
該
改
定
さ
れ
た
額
の
給
付
を
受
け
る
権
利
を
表
示
し
た
証
書
の
写
し
を
添
え
て

そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。

（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
順
位
の
変
更
）

第
二
十
八
条
の
七
　
法
第
二
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
遺
族
年
金
順
位
変
更
申

請
書
（
様
式
第
十
九
号
）
又
は
遺
族
給
与
金
順
位
変
更
申
請
書
（
様
式
第
十
九
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
先
順
位
者
と
し
て
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
者
が
一
年
以
上

所
在
不
明
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
先
順
位
者
と
し
て
遺

族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
べ
き
者
を
後
順
位
者
と
み
な
し
た
と
き
は
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
又
は

遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
遺
族
年
金
又
は

遺
族
給
与
金
の
請
求
と
同
時
に
第
一
項
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
先
順
位
者
と
し
て
遺

族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
べ
き
者
を
後
順
位
者
と
み
な
さ
な
い
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を

申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
請
求
と
同
時
に
第

一
項
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
先
順
位
者
を
後
順
位
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
先
順
位
者
と
み
な
さ
れ
た
者

は
、
後
順
位
者
と
み
な
さ
れ
た
当
該
先
順
位
者
の
所
在
を
知
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
族
年
金
証
書
及
び
遺
族
給
与
金
証
書
）

第
二
十
九
条
　
遺
族
年
金
証
書
及
び
遺
族
給
与
金
証
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
証
書
の
記
号
及
び
番
号

二
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
る
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

三
　
死
亡
し
た
者
の
氏
名

四
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
開
始
の
年
月
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（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
受
給
者
の
現
状
に
関
す
る
届
出
）

第
三
十
条
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
厚

生
労
働
大
臣
の
定
め
る
期
月
に
、
法
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
以
外
の
法
令
に
よ
る
給
付
の
受
給
状
況
を
記

載
し
た
届
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
厚
生
年
金
保
険
法

二
　
国
民
年
金
法

２
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
外
国
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
期
月
に
、
年
金
証
書
記
号
番
号
、
氏
名
及
び
前
項
の
受
給
状
況
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
住
所
地

の
公
的
機
関
が
受
給
者
の
現
住
を
証
明
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
届
書
に
は
、
提
出
の
日
前
一
箇
月
以
内
の
間
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
身
分
関
係
の
異
動
が
あ
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
身
分
関
係
の
異
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸

籍
の
抄
本

二
　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し

三
　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
引
き
続
き
法
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
の
一
に
該

当
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
失
権
の
届
出
）

第
三
十
一
条
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
（
第
一
号
を
除

く
。
）
に
該
当
し
た
と
き
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
及
び
そ
の
他
の
失
権
事
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
を
速
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
併
せ
て

厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
届
け
出
た
者
が
遺
族
年
金
又
は

遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
そ
の
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
の
返
還
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、
届
け
出
た
者
が
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
遺
族

年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
そ
の
者
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
該
当
し
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
届
け
出
た
者
の
遺
族
年
金
又
は
遺

族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
失
わ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
そ
の
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
失
わ
せ
た
旨
の

通
知
を
受
け
た
者
は
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
準
用
す
る
。

（
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
の
変
更
）

第
三
十
三
条
　
第
二
十
八
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
先
順
位
者
と
し
て
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る

べ
き
者
が
、
後
順
位
者
と
み
な
さ
れ
た
た
め
、
各
遺
族
（
同
条
同
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
又

は
遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
者
を
除
く
。
こ
の
項
に
お
い
て
以
下
同
じ
。
）
に
支
給
す
べ

き
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書

又
は
遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
を
各
遺
族
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
、

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
各
遺
族
に
支
給
す
べ
き
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
に
変
更
を
生
じ

た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
変
更
さ
れ
た
額
を
当
該
各
遺
族
（
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
証
書
等
書
換
申
請
書
を
提
出
し
た
者
と
す
る
。
）
に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
提
出
し
て
い
な
い
遺
族
に
対
し
、
こ
れ
を
提
出
す
べ

き
こ
と
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
　
削
除

（
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
の
支
給
停
止
）

第
三
十
四
条
の
二
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
法
第
三
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
停
止
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
判

決
書
の
抄
本
又
は
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
す
み
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
停
止
し

た
と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
に
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
停
止
し
た
旨
を
通
知
す
る
と
と
も

に
、
法
第
二
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
先
順
位
者
と
み
な
さ
れ
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
遺
族
年
金

又
は
遺
族
給
与
金
の
額
を
改
定
し
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
又
は
遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
を
そ
の
者
に

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
三
　
法
第
三
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金

の
支
給
を
停
止
さ
れ
た
者
が
、
刑
の
執
行
を
終
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者

は
、
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
す
み
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
法
第
二
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
先
順
位
者
と
み

な
さ
れ
た
者
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
額
を
改
定
し
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
又
は
遺
族
給
与
金
年
額

改
定
通
知
書
を
そ
の
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
三
十
五
条
　
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
規

定
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
が
死
亡
し
た
者
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
請
求
又
は
支
給
の
請
求
を
行

う
場
合
に
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
中
「
第
一
条
に
規
定
す
る
書
類
（
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号

に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
（
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲

げ
る
書
類
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
書
類
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
弔
慰
金

第
三
十
六
条
　
削
除

（
弔
慰
金
の
請
求
）

第
三
十
六
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
弔
慰
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
弔
慰
金
請
求
書
（
様
式
第

二
十
二
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
者
（
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
の
死
亡
が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以

後
に
お
け
る
在
職
期
間
内
に
生
じ
た
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
書
類

二
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
が
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
と
み
な
さ
れ
る

負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
死
亡
が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お

け
る
在
職
期
間
内
の
事
変
に
関
す
る
勤
務
又
は
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
昭

和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
間
又
は
引
き
続
き
海
外
に
あ
つ
て
復
員
す
る
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
関
連
す
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
と
同
視
す
べ
き
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
死
亡
し
た
者
が
旧
恩
給
法
の
特
例
に
関
す
る
件
第
一
条
に
規
定
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
者
に
該
当
し

た
軍
人
軍
属
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
死
亡
に
関
し
公
務
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
死
亡
し
た
者
が
準
軍
属
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
死
亡
が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に
お
け

る
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
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五
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
が
法
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
と
み
な
さ
れ
る
負

傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
死
亡
が
準
軍
属
と
し
て
の
勤
務
に
関
連
す
る

負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六
　
請
求
者
が
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
、
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
、
又
は
そ
の
者
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
の
葬
祭
を
行
つ
た
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

七
　
請
求
者
の
順
位
よ
り
先
順
位
の
者
が
い
な
い
旨
の
申
立
書
（
様
式
第
二
十
三
号
）
及
び
そ
の
旨
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
戸
籍
の
抄
本
そ
の
他
の
書
類

八
　
第
二
十
五
条
第
二
項
第
四
号
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
書
類

（
弔
慰
金
の
支
給
順
位
の
変
更
）

第
三
十
六
条
の
三
　
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
請
求
書
に
添
え
て
、
弔
慰
金
順
位
変
更
申
請
書
（
様
式
第
二
十
四
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
弔
慰
金
を
受
け
る
べ
き
順
位
に
あ
る
遺
族
が
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
（
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
に
よ
る
法
の
改
正
又

は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
る
令
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
弔

慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
と
し
、
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
に
よ
る
法
の
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
と
し
、
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
八
号
）
に
よ
る
法
の
改

正
又
は
援
護
審
査
会
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
る
令
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
（
死
亡
し
た
者
の
死
亡

の
日
が
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
に
よ
る
法
の
改
正
又
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
に
よ
る
令
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三

十
八
年
十
月
二
日
と
し
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律

第
百
五
十
九
号
）
に
よ
る
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
い
て

は
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日
と
し
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
一
年
法
律
第
百
八
号
）
に
よ
る
法
の
改
正
又
は
援
護
審
査
会
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
る
令
の
改
正

に
よ
り
、
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
日
と
す

る
。
以
下
同
じ
。
）
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
日
）
に
お
い
て
生
死
不
明
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
日
以

後
引
き
続
き
二
年
以
上
（
そ
の
者
が
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
（
（
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
日
が
昭
和
二
十
七
年

四
月
二
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
日
）
）
ま
で
に
二
年
以
上
生
死
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
一
年
以
上
）

生
死
不
明
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
定
等
）

第
三
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
弔
慰
金
請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て

裁
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
弔
慰
金
裁
定
通
知
書
を
請

求
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
裁
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
請
求
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
三
十
八
条
　
第
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
弔
慰
金
を
請
求
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
中
「
第
一
条
に
規
定
す

る
書
類
（
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
（
同
条
第
二
項
第
二
号

及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
六
条
の
二
に
規
定
す

る
書
類
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
年
金
証
書
等
の
交
付
の
特
例
）

第
三
十
八
条
の
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給

与
金
証
書
を
交
付
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
請
求
し
た
者
（
被
選
定

人
に
よ
り
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
請
求
し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
が
、
当
該
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は

遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
に
つ
き
裁
定
す
る
日
前
に
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利

の
消
滅
す
べ
き
事
由
に
該
当
し
て
い
る
と
き
は
、
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
交

付
し
な
い
。

（
年
金
等
受
給
者
の
氏
名
変
更
）

第
三
十
九
条
　
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
年
金
等
受
給
者
」
と

い
う
。
）
が
そ
の
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
速

や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
前
及
び
変
更
後
の
氏
名
、
生
年
月
日
並
び
に
住
所

二
　
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
の
記
号
番
号

２
　
前
項
の
届
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
の
抄
本

二
　
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
届
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族

給
与
金
証
書
を
更
訂
し
て
、
届
出
を
し
た
者
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
年
金
等
受
給
者
の
住
所
変
更
）

第
三
十
九
条
の
二
　
年
金
等
受
給
者
が
そ
の
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届

書
を
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
内
に
住
所
を
有
す
る
年
金
等
受

給
者
が
国
内
で
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
変
更
後
の
住
所

二
　
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
の
記
号
番
号

（
支
払
金
融
機
関
等
の
変
更
）

第
三
十
九
条
の
三
　
年
金
等
受
給
者
が
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
払
を
受
け
る
金
融
機
関

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
払
金
融
機
関
」
と
い
う
。
）
（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
現
金
支

払
を
受
け
る
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
を
含
む
。
）
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
届
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
の
記
号
番
号

三
　
新
た
な
支
払
金
融
機
関
の
名
称
及
び
口
座
番
号
（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
現
金
支
払
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
新
た
に
当
該
支
払
を
受
け
る
郵
便
貯
金
銀
行
の
営
業
所
等
の
名
称
）

（
受
領
代
理
人
の
変
更
等
）

第
三
十
九
条
の
四
　
年
金
等
受
給
者
が
、
そ
の
者
に
代
わ
つ
て
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
領
す

る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
受
領
代
理
人
」
と
い
う
。
）
を
変
更
し
、
又
は
受
領
代
理
人
に
よ
り
支
給
を
受

け
る
こ
と
を
や
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
年
金
等
受
給
者
が
新
た
に
受
領
代
理
人
に
よ
り
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す

る
。

一
　
年
金
等
受
給
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二
　
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
の
記
号
番
号

三
　
受
領
代
理
人
（
受
領
代
理
人
を
変
更
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
新
た
な
受
領
代
理
人
）
氏
名
及
び
住
所

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
受
領
代
理
人
を
変
更
し
、
又
は
新
た
に
受
領
代
理
人
に
よ
り
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
同
項
の
届
書
に
、
登
記
事
項
証
明
書
又
は
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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（
死
亡
の
届
出
）

第
三
十
九
条
の
五
　
年
金
等
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十

四
号
）
の
規
定
に
よ
る
死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
障
害
年
金

証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
死
亡
の
旨
を
届
け
出
る
の
は
、
外
国
に
住
所
を
有
す
る
年
金
等
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
限
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証

書
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
年
金
証
書
等
の
再
交
付
）

第
四
十
条
　
障
害
年
金
裁
定
通
知
書
、
障
害
年
金
証
書
、
障
害
年
金
額
改
定
通
知
書
、
障
害
一
時
金
裁
定
通
知
書
、

遺
族
年
金
裁
定
通
知
書
、
遺
族
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
額
改
定
通
知
書
、
遺
族
給
与
金
裁
定
通
知
書
、
遺
族
給
与

金
証
書
、
遺
族
給
与
金
年
額
改
定
通
知
書
、
未
支
給
年
金
等
支
給
通
知
書
又
は
弔
慰
金
裁
定
通
知
書
（
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
年
金
証
書
等
と
い
う
。
）
を
亡
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所

二
　
亡
失
又
は
損
傷
し
た
年
金
証
書
等
の
記
号
番
号
及
び
発
行
年
月
日

三
　
年
金
証
書
等
の
亡
失
又
は
損
傷
の
原
因

２
　
前
項
の
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
年
金
証
書
等
を
亡
失
し
た
と
き
は
、
亡
失
の
始
末
及
び
亡
失
後
に
し
た
措
置
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
そ
の

事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二
　
年
金
証
書
等
を
損
傷
し
た
と
き
は
、
そ
の
始
末
書
及
び
損
傷
し
た
年
金
証
書
等

（
従
前
の
年
金
証
書
等
の
失
効
）

第
四
十
一
条
　
年
金
証
書
等
が
再
交
付
さ
れ
た
と
き
は
、
従
前
の
年
金
証
書
等
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２
　
亡
失
を
理
由
と
し
て
年
金
証
書
等
の
再
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
、
従
前
の
年
金
証
書
等
を
発
見
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
年
金
証
書
等
の
提
出
省
略
）

第
四
十
二
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
提
出
す
べ
き

場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
に
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
障
害
年
金
証

書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
の
提
出
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
が
や
ん
だ
と
き
は
、
当
該
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給

与
金
証
書
を
有
し
て
い
る
者
は
、
す
み
や
か
に
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
給
権
調
査
に
よ
る
処
分
等
）

第
四
十
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
金
等
受
給
者
に
つ
き
、
そ
の
者
が
当
該
年
金
若
し
く
は
遺
族
給
与
金
を
受
け

る
権
利
を
有
し
な
い
も
の
と
認
め
た
と
き
、
そ
の
者
の
受
け
て
い
る
当
該
年
金
若
し
く
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を

停
止
し
、
若
し
く
は
差
し
止
め
た
と
き
、
そ
の
者
に
支
給
す
る
障
害
年
金
の
額
か
ら
控
除
し
た
と
き
又
は
当
該
年

金
若
し
く
は
遺
族
給
与
金
の
額
を
改
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
年
金
若
し
く
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受

け
て
い
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
当
該
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
も
の

と
認
め
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
障
害
年
金
証
書
、
遺
族
年
金
証
書
又
は
遺
族
給
与
金
証
書
を
速
や
か
に
厚

生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
四
十
四
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
、
障
害
一
時
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
又
は
弔
慰
金
に
関

す
る
請
求
書
、
申
請
書
又
は
届
書
を
提
出
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
別
な
事
由
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
、
そ
の
添
付
す
べ
き
書
類
に
代
わ
る
書
類
を
提
出
さ
せ
、
又
は
そ
の
書
類
の
添
付
を
省
略
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
へ
の
充
当
）

第
四
十
四
条
の
二
　
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
払
金
の
金
額
の

過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
へ
の
充
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
死
亡
に
係
る
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
者
が
、
当
該
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
死
亡
に
伴
う
当
該
障
害
年
金
の
過
誤
払
に
よ
る
返
還

金
債
権
に
係
る
債
務
の
弁
済
を
す
べ
き
者
で
あ
る
と
き
。

二
　
先
順
位
者
と
し
て
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い

て
、
同
順
位
者
（
同
順
位
者
が
な
い
と
き
は
、
次
順
位
者
）
と
し
て
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
先
順
位
者
と
し
て
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の

死
亡
に
伴
う
当
該
先
順
位
者
と
し
て
の
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
に
係
る
債

務
の
弁
済
を
す
べ
き
者
で
あ
る
と
き
。

（
請
求
書
等
の
経
由
）

第
四
十
五
条
　
軍
人
軍
属
に
係
る
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
に
関
す
る
請
求
書
（
障
害
年
金
継
続
支
給
請
求
書
、

障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
及
び
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
の
請
求
に

係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
請
求
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
、
都
道
府

県
知
事
、
当
該
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
退
職
の
当
時
に
お
け
る
本
籍
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を
、
準
軍
属
に
係
る
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
に
関
す
る
請
求
書
は
、
請
求
者
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
、
都
道
府
県
知
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
順
次
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。

２
　
障
害
年
金
継
続
支
給
請
求
書
又
は
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
は
、
請
求
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
、

都
道
府
県
知
事
を
順
次
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
又
は
弔
慰
金
に
関
す
る
請
求
書
（
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
請
求
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
遺
族
年
金
順
位
変

更
申
請
書
若
し
く
は
遺
族
給
与
金
順
位
変
更
申
請
書
は
、
請
求
者
又
は
申
請
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
町
村

長
、
都
道
府
県
知
事
、
死
亡
し
た
者
が
除
籍
さ
れ
た
当
時
に
お
け
る
本
籍
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
法
第

二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号
に
規
定
す
る
総
動
員
業
務
の
協
力
者
と
同
様
の
事
情
の
下
に
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
以
後
中
国
（
元
の
関
東
州
及
び
台
湾
を
除
く
。
）
に
お
い
て
総
動
員
業
務
と
同
様
の
業
務
に
つ
き

協
力
中
の
者
及
び
同
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
同
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
及

び
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
原
因
と
な
つ
た
負
傷
又
は
疾
病
の
生

じ
た
当
時
そ
の
者
が
配
置
さ
れ
、
又
は
出
動
し
て
い
た
工
場
、
事
業
場
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
）
を
順
次
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
（
法
第
三
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く

届
出
に
係
る
届
出
書
は
、
届
出
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
一
〇
月
六
日
厚
生
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
九
月
二
日
厚
生
省
令
第
三
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
一
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
障
害
年
金

を
受
け
る
権
利
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
又
は
そ
の
者
の
相
続
人
は
、
そ
の
者
の
障
害
年
金
証
書
を
、
す
み
や

か
に
厚
生
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
改
正
法
附
則
第
十
四
項
か
ら
附
則
第
十
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
失
う
者
に
つ
い

て
は
、
同
一
の
事
由
に
よ
る
公
務
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
が
あ
つ
た
日
（
そ
の
日
前
に
お
い
て
遺
族
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
事
由
に
該
当
し
た
場
合
は
、
当
該
事
由
に
該
当
し
た
日
）
に
お
い
て
遺
族
年
金

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
四
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
一
二
号
）
　
抄
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１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
一
条
の
二
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
昭
和
二

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
三
十
六
条
の
二
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
六
月
二
一
日
厚
生
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
七
月
二
二
日
厚
生
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
八
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
一
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
現
に
遺
族
年
金
又
は
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
遺
族
年
金
又
は
弔
慰
金
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
遺
族
年
金
請
求
書
又
は
弔
慰
金
請
求
書
に
添
え
る
べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
第
二
十
五
条
第
二
項
又
は
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
三
月
一
四
日
厚
生
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
五
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
八
月
五
日
厚
生
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
中
第
二
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
二
（
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
（
「
又
は
遺
族
給
与
金
」
を
加
え
る
部
分
以
外
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
五
条
第
二

項
（
「
。
以
下
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
（
「
、
遺
族
給
与
金
証
書
」
を
加

え
る
部
分
以
外
の
部
分
に
限
る
。
）
、
様
式
第
十
八
号
並
び
に
様
式
第
二
十
号
の
改
正
規
定
、
第
二
十
八
条
の
三
を

第
二
十
八
条
の
六
と
し
、
第
二
十
八
条
の
二
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項
及
び
附
則
第

五
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
十
八
条
の
四
及
び
第
二
十
八
条
の
五
の
規
定
は
、
同
日
か
ら
適

用
す
る
。

（
経
過
規
定
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
現
に
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
障
害
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
障
害
年
金
（
障
害
一
時
金
）
請
求
書
に
添
え
る
べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
一
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
附
則
第

十
八
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
額
の
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
た
遺
族
で
あ
つ
て
、
昭
和
三
十
四
年
一
月

一
日
前
に
当
該
遺
族
年
金
と
同
一
の
事
由
に
よ
る
公
務
扶
助
料
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
い
な
く
な
つ
た
も

の
の
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
五
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
八
月
一
日
厚
生
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
六
月
二
二
日
厚
生
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
五
月
一
〇
日
厚
生
省
令
第
二
一
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
日
厚
生
省
令
第
四
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
七
年
十
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
五
月
二
日
厚
生
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
中
第
二
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
一
条
の
規
定
は
昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
一
一
月
一
日
厚
生
省
令
第
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

10
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
な
わ
れ
た
法
に
よ
る
改
正
前
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
規
定
に
よ
る
更

生
医
療
の
給
付
に
関
す
る
診
療
報
酬
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
な
お
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
七
月
九
日
厚
生
省
令
第
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
七
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
七
月
一
日
厚
生
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
中
、
第
一
条
の
規
定
は
昭
和
四
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
二
年
八
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
三
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
五
十
八
号
。
以
下

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下

「
遺
族
援
護
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
に
至
つ
た
者
に
関
し
、
第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項

中
「
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
二
年
十
月
一
日
」
と
し
、
「
昭
和
二
十
七
年
四
月
二

日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
日
」
と
す
る
。

３
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
者
が
当
該
障
害
年
金
を
請

求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
請
求
書
に
次

に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
の
抄
本

二
　
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
遺
族
援
護
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
又
は
障
害
一
時
金
を
受
け
る
権
利

を
取
得
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三
　
昭
和
四
十
二
年
十
月
一
日
に
お
け
る
不
具
廃
疾
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

４
　
前
項
に
規
定
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
遺
族
援
護
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
死
亡
し
た

者
の
障
害
年
金
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
相
続
人
に
関
し
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
き
は
、
同
項
中

「
第
一
条
に
規
定
す
る
書
類
（
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
（
同

条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書
及
び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
四

十
二
年
厚
生
省
令
第
三
十
号
）
附
則
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
厚
生
大
臣
は
、
改
正
法
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
額
か
ら
す
で
に
受
け
た
障
害
一
時
金

の
額
に
相
当
す
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
控
除
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
障
害
年
金
の
請
求
者
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
五
月
一
日
厚
生
省
令
第
一
三
号
）
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
、
引
揚

者
給
付
金
等
支
給
法
施
行
規
則
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
、
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
施
行
規
則
、
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
又
は
戦

没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
（
以
下
「
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
等
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
基
づ
い
て
那
覇
日
本
政
府
南
方
連
絡
事
務
所
長
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
手
続
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
等
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
、
日
本
政
府
沖
縄
事
務
所
長
に
対
し
て
さ
れ
た
手
続
と

み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
八
月
二
一
日
厚
生
省
令
第
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
一
号
。
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。

以
下
「
遺
族
援
護
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
改
正
に
よ
り

弔
慰
金
又
は
遺
族
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
（
以
下
「
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
第
二
項

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

昭
和
四
十
四
年
十
月
二
日

第
三
十
八
条
の
四
第
二
項

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日

昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日

昭
和
四
十
四
年
十
月
二
日

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
る
者
に
加
給
の
原
因
と
な
る
扶
養
親
族
が
あ
る
と

き
は
、
改
正
後
の
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
に
準
じ
て
作
成

し
た
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
に
障
害
年
金
証
書
を
添
え
て
厚
生
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
改
正
後
の
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
第
一
条
第
四
項
、
第
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十
二
条
並
び
に
第
四

十
四
条
か
ら
第
四
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
二
月
一
六
日
厚
生
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
厚
生
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
、
引
揚

者
給
付
金
等
支
給
法
施
行
規
則
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
、
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
施
行
規
則
、
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
又
は
戦

没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則
（
以
下
「
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
等
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
基
づ
い
て
日
本
政
府
沖
縄
事
務
所
長
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
手
続
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
遺
族

援
護
法
施
行
規
則
等
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
、
沖
縄
事
務
局
長
に
対
し
て
さ
れ
た
手
続
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
六
月
一
九
日
厚
生
省
令
第
三
二
号
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
に

よ
る
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
遺
族
援
護
法
」
と
い

う
。
）
第
四
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
改
正
並
び
に
こ
の
省
令
に
よ
る
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
（
以
下
「
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定

の
改
正
に
よ
り
弔
慰
金
又
は
遺
族
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
遺

族
援
護
法
施
行
規
則
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
の
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
第
二
項

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
二
日

第
三
十
八
条
の
四
第
二
項

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
二
日

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
遺
族
援
護
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
遺
族
援
護
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
日
又
は
月
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
日
又
は
月
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
四
第
二
項

昭
和
三
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
五
年
十
月

第
三
十
九
条
の
六
第
一
項

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

第
三
十
九
条
の
六
第
二
項

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

同
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
別
表
第
一
号
表
ノ
三
の
第
二
款

症
又
は
第
三
款
症
に
係
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
る
者
に
加
給
の
原
因
と
な
る
妻
が
あ
る
と
き
は
、
遺
族
援
護

法
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
年
金
額
改
定
請
求
書
に
準
じ
て
作
成
し
た
障
害
年
金
額
改
定
請
求

書
に
障
害
年
金
証
書
を
添
え
て
厚
生
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
第
一
条
第
四
項
、
第
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十
二
条
並
び
に
第
四
十
四
条
か

ら
第
四
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
六
月
二
五
日
厚
生
省
令
第
一
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
よ
る

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
の
改
正

に
よ
り
新
た
に
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
中
「
昭
和
二
十

七
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
」
と
し
、
「
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
」
と
あ
る
の

は
「
昭
和
四
十
六
年
十
月
二
日
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
六
月
一
三
日
厚
生
省
令
第
三
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
に
よ
る

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
第
六
号
、
第
四
条
第

四
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
の
改
正
並
び
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
二
十
二
号
）
に
よ
る
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
七
年
政
令
第
百
四
十
三
号
）
第
一
条
の
四
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
弔
慰
金
又
は
遺
族
一
時
金
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
を
適
用
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
第
二
項

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
日

第
三
十
八
条
の
四
第
二
項

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日

昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
日

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
七
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
二
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
よ
る

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
第
七
号
の
規
定
の
改

正
に
よ
り
弔
慰
金
又
は
遺
族
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
規
定
中

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
第
二
項

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
日

第
三
十
八
条
の
四
第
二
項

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
六
月
一
四
日
厚
生
省
令
第
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
二
十
二
号
。
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。

以
下
「
遺
族
援
護
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施

行
規
則
（
以
下
「
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
遺
族
援
護
法
施
行
規

則
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
中
「
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
」
と
、

「
昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
二
日
」
と
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
改
正
法
に
よ
る

改
正
後
の
遺
族
援
護
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
又
は
同
項
第
二
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当

す
る
と
き
は
、
改
正
後
の
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
又
は
遺
族
給
与
金
額
改
定
請
求
書
に

準
じ
て
作
成
し
た
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
又
は
遺
族
給
与
金
額
改
定
請
求
書
を
厚
生
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
改
正
後
の
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
二
条
並
び
に
第
四
十
四
条

か
ら
第
四
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
六
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
二
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施

行
規
則
（
以
下
「
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
の
五
及
び
第
三
号
の
三
、

同
条
第
三
項
第
三
号
の
三
並
び
に
第
二
十
八
条
の
三
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、

同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
四
十
五
号
。
）
に
よ
る
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
）
第
二
十
六
条
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
同

条
第
一
項
第
一
号
括
弧
書
又
は
同
項
第
二
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
す
る
も
の
は
、
遺
族
援
護
法
施
行

規
則
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
遺
族
年
金
額
改
定
請
求
書
又
は
遺
族
給
与
金
額
改
定
請
求
書
に
準
じ
て
作
成
し
た
遺

族
年
金
額
改
定
請
求
書
又
は
遺
族
給
与
金
額
改
定
請
求
書
を
厚
生
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
遺
族
援
護
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
二
条
並

び
に
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
五
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
五
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
五
月
八
日
厚
生
省
令
第
二
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
二
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
一

日
か
ら
、
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
の
五
の
改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
三
号
）
に
よ
る

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
の
改

正
に
よ
り
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
べ
き
者
に
関
し
、
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
中
「
昭
和
二
十
七
年

四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
」
と
し
、
「
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭

和
五
十
三
年
十
月
二
日
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
五
月
一
七
日
厚
生
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
九
日
厚
生
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
二
月
二
二
日
厚
生
省
令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
一
八
日
厚
生
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
八
月
三
一
日
厚
生
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
三
月
一
九
日
厚
生
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ

て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
及
び
板
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
改

正
後
の
様
式
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
二
六
日
厚
生
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
六
日
厚
生
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
厚
生
省
令
第
一
〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
八
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
第

一
条
第
五
項
、
第
二
条
、
第
二
十
五
条
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
障
害
年
金
（
障
害

一
時
金
）
請
求
書
、
障
害
年
金
継
続
支
給
請
求
書
、
遺
族
年
金
請
求
書
又
は
遺
族
給
与
金
請
求
書
に
添
え
る
べ
き

書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら

第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
　
番
号
利
用
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）

（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

13



様
式
第
一
号
（
第
１
条
、
第
１
４
条
関
係
）

様式第一号(第1条、第14条関係) 

 (表面) 

障害年金(障害一時金)請求書 

―01―11―11― 審査データ番号   

戦

傷

病

者 

(フリガナ)     

氏 名 
    

性 別 生 年 月 日 ※ 

男 女 
    

身 分 陸 海 の 別 

  
陸 軍   海 軍 

 障 害 の 原因 と

な っ た傷 病 名 

  

傷病の発生年月日 障害一時金の選択 

  
選択する   選択しない 

(フリガナ)   

退職当時の

本 籍 

  

(フリガナ)   

住 所 
(〒   ―   ) (電話    ―    ―    ) 

個 人 番 号                         

障害年金等の受領者 他法給付の有無 

本人  相続人  成年後見人等  継続代理人 有   無 

 (注意) 裏面も記載して下さい。 

  

 (裏面) 

扶

養

親

族 

1 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生 年 月 日 

      
男 

女 
  

2 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生 年 月 日 

      
男 

女 
  

3 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生 年 月 日 

      
男 

女 
  

4 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生 年 月 日 

      
男 

女 
  

5 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生 年 月 日 

      
男 

女 
  

相

続

人 

(フリガナ)     

氏 名 
    

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄 

男 女     

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒   ―   ) (電話   ―   ―    ) 

個 人 番 号                         

備 考   予 備 番 号   

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による障害年金(障害一時金)を請求し

ます。 

 

   令和  年  月  日 

       フリガナ 

       氏 名             

 

   厚 生 労 働 大 臣 殿 
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様
式
第
一
号
の
二
（
第
１
条
、
第
２
条
、
第
１
４
条
関
係
）

様式第一号の二(第1条、第2条、第14条関係) 

他の法令による給付に関する届 

(フ リ ガ ナ)     

戦 傷 病 者 の

氏 名 
    

他 の 法 令 に よ る

給 付 の 種 別 

1 傷病恩給(増加恩給・傷病年金) 

2 旧令共済組合障害年金 

3 郵政省共済組合障害年金 

4 日本鉄道共済組合障害年金 

5 日本電信電話共済組合障害年金 

6 船員保険障害年金 

7 そ の 他 

裁 定 年 月 日   

証 書 の 記 号 番 号   

他の法令において認

定された障害の程度 

  

給 付 の 額 
  

  上記のとおり、届け出ます。 

  令和  年  月  日 

      住 所 

      フリガナ 

      氏 名                  

  厚生労働大臣 殿 

様
式
第
一
号
の
三
（
第
２
条
関
係
）

様式第一号の三(第2条関係) 

(表面) 

障 害 年 金 継 続 支 給 請 求 書 

―02―11―11― 審査データ番号   

障 害 年 金 証 書 の 記 号 番 号 
  

障 害 年 金 の 支 給 の 期 限 

  

戦

傷

病

者 

(フリガナ) 

氏 名 

    

    

性 別 生 年 月 日 ※ 

男 女     

障害の現状 

  

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

障 害 年 金 の 受 領 者 他法給付の有無 

本 人 相続人 成年後見人等 継続代理人 有 無 

 (注意) 裏面も記載して下さい。
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(裏面) 

扶

養

親

族 

1 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

      
男

女 

  

2 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

      男

女 

  

3 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

      男

女 
  

4 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

    
  

男

女 

  

5 
(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

      男

女 

  

相

続

人 

( フ リ ガ ナ )     

氏 名 
    

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄 

男 女     

(フリガナ)   

住 所 

(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

備 考   予 備 番 号   

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による障害年金の継続支給を請求します。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

      氏 名                  

  厚生労働大臣 殿 

様
式
第
一
号
の
四
（
第
５
条
関
係
）

様式第一号の四(第5条関係) 

(表面) 

障 害 年 金 額 改 定 請 求 書 

―04―11―11― 審査データ番号   

障害年金証書の記号番号 
  

戦

傷

病

者 

(フリガナ) 

氏 名 

    

    

性 別 生 年 月 日 ※ 

男 女     

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

新

た

に

加

給

の

原

因

と

な

る

扶

養

家

族 

1 

(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

      
男 

女 
  

新たに加給すべき理由及び時期 
  

2 

(フリガナ) 

氏 名 

    続 柄 性 別 生年月日 

      
男 

女 
  

新たに加給すべき理由及び時期 
  

 (注意) 裏面も記載して下さい。 
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(裏面) 

相

続

人 

(フリガナ)     

氏 名 

    

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄 

男 女 

    

(フリガナ)   

住 所 

(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

備 考 

  

予 備 番 号 

  

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による障害年金の額の改定を請求します。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

      氏 名                  

  厚生労働大臣 殿 

様
式
第
二
号
（
第
６
条
関
係
）

様式第二号(第6条関係) 

(表面) 

障 害 年 金 額 改 定 請 求 書 

―03―11―11― 審査データ番号 
  

障害年金証書の記号番号 
  

戦

傷

病

者 

(フリガナ)     

氏 名 

    

性 別 生 年 月 日 ※ 

男 女     

障害の程度

増進の状態 

  

(フリガナ)   

住 所 

(〒  ―  )(電話   ―   ―   ) 

障 害 年 金 の 受 領 者 他 法 給 付 の 有 無 

本 人 成年後見人等 継続代理人 有 無 

(注意) 裏面も記載して下さい。
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(裏面) 

備 考   予 備 番 号   

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による障害年金の額の改定を請求します。 

  令和  年  月  日 

     フリガナ 

     氏 名            

  厚生労働大臣 殿 

様
式
第
三
号
　
削
除

様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
十
四
号
ま
で
　
削
除

様
式
第
十
五
号
（
第
２
５
条
、
第
２
６
条
、
第
３
５
条
関
係
）

様式第十五号(第25条、第26条、第35条関係) 

(表面) 

遺 族 年 金 

遺 族 給 与 金 
請 求 書 

 

―01―11―  ― 審査データ番号   

死

亡

し

た

者 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    

    

性 別 生 年 月 日 死 亡 年 月 日 

男 女     

身 分 陸 海 の 別 他 法 給 付 の 有 無 

  陸軍 海軍 有 無 

( フリガナ ) 

除籍時の本籍 

傷病発生当時

の 勤 務 先 

  

  

遺

族 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    被選定人であるかないかの別 

    被選定人である 

被選定人でない 

続 柄 性 別 生年月日 ※ 

  
男 女 

    

(フリガナ) 

 

 

住 所 

  

(〒  ―  ) (電話   ―   ―    ) 

(一) 個 人 番 号                         

  
遺 族 年 金 等 の 受 領 者 

本人  相続人  親権者等  成年後見人等  継続代理人 

 (注意) 裏面も記載して下さい。 
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(裏面) 

遺

族 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    

    

続 柄 性 別 生年月日 ※ 

  男 女     

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒  ―  ) (電話   ―   ―    ) 

(二) 個 人 番 号                         

  遺 族 年 金 等 の 受 領 者 

本人  相続人  親権者等  成年後見人等  継続代理人 

相

続

人 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    

    

性 別 生年月日 被相続人氏名 被相続人との続柄 

男 女       

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒  ―  ) (電話   ―   ―    ) 

個 人 番 号                         

備 考   予 備 番 号   

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による 
遺 族 年 金 

遺族給与金 
を請求します。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

       氏名                  

  厚 生 労 働 大 臣 殿 

 

様
式
第
十
六
号
（
第
２
５
条
、
第
２
６
条
、
第
３
５
条
関
係
）

様式第十六号(第25条、第26条、第35条関係) 

             遺 族 年 金 

                     選択申立書 

             遺 族 給 与 金 

死

亡

し

た

者 

氏 名 生年月日 除籍時の本籍地 申立人との続柄 

        

        

        

        

        

  上記のうちの      の 
遺 族 年 金 

遺族給与金 
を選択したことを申し立てます。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

      氏 名              

  厚生労働大臣 殿 
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様
式
第
十
六
号
の
二
（
第
２
５
条
、
第
２
６
条
、
第
３
５
条
関
係
）

様式第十六号の二(第25条、第26条、第35条関係) 

他の法令による給付に関する届 

( フ リ ガ ナ ) 

他 の 法 令 に よ る

給 付 の 受 給 者 の

氏 名 

    

    

法 の 法 令 に よ る

給 付 の 種 別 

1 恩 給(扶助料等) 

2 旧令共済組合殉職年金 

3 郵政省共済組合殉職年金 

4 日本鉄道共済組合殉職年金 

5 日本電信電話共済組合殉職年金 

6 船員保険遺族年金 

7 その他 

裁 定 年 月 日   

証 書 の 記 号 番 号   

給 付 の 額   

  上記のとおり、届け出ます。 

  令和  年  月  日 

      氏名            

  厚生労働大臣 殿 

フリガナ 

様
式
第
十
七
号
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第十七号(第26条関係) 

請 求 者 選 定 届 

氏名          

  上記の者を 
遺 族 年 金 

遺族給与金 
の請求について、下記の者全員の被選定人に選定したこと 

 を届け出ます。 

  令和  年  月  日 

住所                  

氏名                  

住所                  

氏名                  

  厚生労働大臣 殿 

フリガナ 

フリガナ 

フリガナ 
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様
式
第
十
八
号
（
第
２
８
条
の
２
、
第
２
８
条
の
４
関
係
）

様式第十八号(第28条の2、第28条の4関係) 

(表面) 
遺 族 年 金 額 

遺族給与金年額 
改定請求書 

  ―  ―11―  ― 審査データ番号 
  

遺 族 年 金 等 の

額 の 改 定 を

請 求 す る 理 由 

1 他の先順位者が当該権利を失ったため。 

  

失 権 者 氏 名 失権者の証書の記号番号 

    

    

2 同一の事由により公務扶助料を受ける権利を有する者がいなく

なったため。 

3 生計関係を有する後順位者の数に変更があったため。 

  

変 更 の あ つ た 年 月 日 変 更 後 の 人 数 

    

遺 族 年 金 証 書 

(遺族給与金証書)

の 記 号 番 号 

  

死

亡

し

た

者 

(フリガナ) 
    

氏 名 

    

遺

族 
(フリガナ) 

    

氏 名 

    

続 柄 性 別 生 年 月 日 ※ 

  
男 女 

    

(フリガナ)   

住 所 

(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

 (注意) 裏面も記載して下さい。 

(裏面) 

相

続

人 

(フリガナ) 
    

氏 名 

    

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄 

男 女 
    

( フ リ ガ ナ ) 
  

住 所 
(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

備 考   予備番号   

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による 
遺 族 年 金 の 額 

遺族給与金の年額 
の改定を請 

 求します。 

  令和  年  月  日 

      氏名             

  厚生労働大臣 殿 

フリガナ 
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様
式
第
十
九
号
（
第
２
８
条
の
７
関
係
）

様式第十九号(第28条の7関係) 

(表面) 

               遺 族 年 金 

                       順位変更申請書 

               遺 族 給 与 金 

―11―11―  ― 審査データ番号   

遺族年金証書(遺族給与金証書)の記号番号 
  

死

亡

し

た

者 

(フリガナ)     

氏 名     

申

請

者 

(フリガナ) 
    

氏 名 

    

続柄 性別 生年月日 ※ 

  男 女     

(フリガナ) 
  

住 所 

(〒  ―  )(電話   ―   ―    ) 

 (注意) 裏面も記載して下さい。 

(裏面) 

所

在

不

明

者 

(フリガナ)     

続 柄   
氏 名 

    

(フリガナ ) 
  

従前の住所 

  

所在不明の理由及びその期間 

  

所在不明者が受けていた遺族

年金証書(遺族給与金証書)の

記号番号 

  

申

請

者

の

同

順

位

者 

( フリ ガナ ) 

氏 名 

死亡した者

と の 続 柄 
住 所 

遺族年金証書(遺

族給与金証書)の

記号番号 

        

  

        

  

        

  

  上記のとおり、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」の規定に基づき、所在不明者を後順位

者とみなすよう申請します。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

      氏 名            

  厚生労働大臣 殿 
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様
式
第
二
十
号
　
削
除

様
式
第
二
十
一
号
　
削
除

様
式
第
二
十
二
号
（
第
３
６
条
の
２
、
第
３
８
条
関
係
）

様式第二十二号(第36条の2、第38条関係) 

 

 (表面) 

弔 慰 金 請 求 書 

 

―01―11―31―31 審査データ番号   

死

亡

し

た

者 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    

    

性 別 生 年 月 日 死 亡 年 月 日 

男 女     

身 分 陸 海 の 別 

  陸 軍 海 軍 

( フ リ ガ ナ ) 

除籍時の本籍地 

傷 病 発 生 当 時

の 勤 務 先 

  

  

遺

族 

(フリガナ) 

 

氏 名 

  

  

続 柄 性 別 生 年 月 日 ※ 

  
男 女 

    

(フリガナ) 

 

 

住 所 

  

(〒  ―  ) (電話   ―   ―    ) 

 

 (注意) 裏面も記載して下さい。 

 

 (裏面) 

相

続

人 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    

    

性 別 生 年 月 日 被相続人との続柄 

男 女     

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒  ―  ) (電話   ―   ―    ) 

代

理

人 

区 分 1 親権者等      2 成年後見人等      3 代理人 

(フリガナ) 

 

氏 名 

    

    

性 別 生 年 月 日 

男 女   

(フリガナ) 

住 所 

  

(〒  ―  ) (電話   ―   ―    ) 

国債の受領を市区町村長に委任

したときはその市区町村長名   

国 債 受 領 希 望 取 扱 店 名   

(フ リ ガ ナ) 

 

元 利 金 支 払 場 所 

  

  

  上記により、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」による弔慰金を請求します。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

      氏 名            

 

  厚 生 労 働 大 臣 殿 
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様
式
第
二
十
三
号
（
第
３
６
条
の
２
、
第
３
８
条
関
係
）

様式第二十三号(第36条の2、第38条関係) 

先順位者がない旨の申立書 

死

亡

し

た

者

の

遺

族 

死 亡 し た 者

と の 続 柄 
氏 名 

失権又は後順位となった

理 由 

      

      

      

      

      

  上記のとおりで私より先順位の者はありません。 

  令和  年  月  日 

      フリガナ 

      氏 名                  

  厚生労働大臣 殿 

様
式
第
二
十
四
号
（
第
３
６
条
の
３
関
係
）

様式第二十四号(第36条の3関係) 

(表面) 

弔 慰 金 順 位 変 更 申 請 書 

死

亡

し

た

者 

(フリガナ) 

氏 名 

    

    

申

請

者 

(フリガナ) 

氏 名 

    

    

続 柄 性 別 生 年 月 日 ※ 

  男 女     

(フリガナ) 

住 所 

  

（〒  ―  ）（電話   ―   ―    ） 

生

死

不

明

者 

(フリガナ) 

氏 名 

    

続 柄   

    

(フリガナ) 

従前の住所 

  

  

生死不明の理由

及びその期間 

  

 (注意) 裏面も記載して下さい。 
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(裏面) 

申

請

者

の

同

順

位

者 

（ フ リ ガ ナ ） 

氏 名 

死亡した者

と の 続 柄 
住 所 

      

  

      

  

      

  

  上記のとおり、「戦傷病者戦没者遺族等援護法」の規定に基づき、申請者及びその同順

位者を弔慰金を受けるべき者とみなすよう申請します。 

  令和  年 月  日 

      フリガナ 

      氏 名              

  厚生労働大臣 殿 
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